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滋賀県高島郡今津町の北仰西海道遺跡に

おいて認められた地震跡

寒川旭･佃栄吉(環境地質部)･葛原秀雄(今津町教育委員会)
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1.まえがき

大きな地震に際して沖積地盤に液状化現象が生じて

被害をもたらすことはよく知られている.最近の例で

は1978年の宮域県沖地震･1983年の日本海中部地震に

おいて大観模な液状化災害が生じ建造物･農地など

に多大の被害をもたらせている.

液状化塊象に関する研究は1964年の新潟地震を契機と

して盛んにたり現在では液状化のメカニズムや地震と

の関係についてかなり明らかにされている(潜水他編

1986など).

この現象は著しい地震動に伴って沖積低地を中心

に広範囲に発生する.また液状化に伴って生ずる噴砂

は下位の地層が上位の地層を裂いて噴出するため露

頭における地質断面によって観察することができる.

このため噴砂の観察に基いて過去の地震の時期･位

置･規模の推定を行うことも可能である.特に我国

は古くから人六の居住の場どたり各地で遺跡の発掘

が行われているので遺跡発掘などで検出された噴砂を

用いて地震の時期を推定する研究が特に有効であると考

える.

今回著者らは現在発掘中の滋賀県高島郡今津町の

きとげにLかいど5

北仰西海道遺跡において液状化現象による噴砂を認め

た･そして噴砂について細い観察を行うとともに

遺構との関係を吟味して液状化をもたらせた地震の時期

の推定を試みた(第1図)..

2.北仰西海道遺跡の概要

昭和58年10月に今津町東部県営は場整備事業工事中に

多量の弥生･縄文土器が発見され滋賀県教育委員会文

化財保護課によって調査が行われた･さらに昭和59

年8月以降北仰区多目的研修集会施設建設･グランド

造成工事に伴次い今津町教育委員会が主体になり発掘調

査が行われている(写真一1)｡

これまでの調査の結果当遺跡は縄文時代から弥生時

代にかけての大規模た集団墓であることが確認された.

中でも67基以上の縄文時代晩期の土器棺墓は他に例を

みたい大観模なものである｡この土器棺墓は縄文時
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代晩期中頃(滋賀里皿式)から晩期終末(長原式)までの

深鉢･嚢･壷等の日常生活に使用した土器を転用したも

のである(写真一2).これらは同遺跡内で多数検出さ

れた土拡墓とともに縄文時代の墓制を考える上で貴重

な資料となり得るものである.さらに弥生時代中期

の円型竪穴住居同時代中～後期の方形周溝墓などが検

出されている(詳細は今津町教育委員会19851986).

3.噴砂の分布と断面形

1986年5月の発掘調査で遺物包含層中に幅!m前後

長さ31m以上で南北にのびる溝状の構造が認められた

(第2図･表紙参照).溝の側面はほぼ垂直で内部は

混入物のほとんどたい細砂で満たされており人為的に

作られたものとは考え難かった･このため成因を明
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第1図調査地域周辺の地形と活断層�
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写真一1北仰西海道遺跡の発掘現場

らかにする目的で幅1m深さ2.6mの補助トレンチ

Aを掘削した｡

トレンチA内の堆積物は上位より厚さ約里2cmの

濃かっ色の粘土質砂層(I層)厚さ約20cmの帯黄青灰

色の細砂層(■層)厚さ約70㎝の褐色の粘土層(皿層)

砂礫層(W層)とたる(第3図･写真一3･口絵参照).溝は

I層を切って]I層に達しており溝の内部は]I層よりも

たらされた細砂でみたされていた.さらに溝の西縁

に沿って幅約5mmの亀裂(亀裂内部は粘土･砂で満たさ

れている)が発達しておりこれはI層から薯w層まで

写真一2合せ口嚢棺

第2図

化仰西海道遺跡における噴砂の平面形

1杭跡(時代不詳)

2土拡墓

3土器棺墓

4方形周溝墓

5噴砂
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一15一

写真一3

トレンチAにおける噴砂の断面形(北側壁面)

騒麹I層

簗II層(噴砂)

≡111層

匿菌w層

50｡｡皿コ亀裂

第3図トレンチAにおける噴砂の断面図(北側壁面)
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達していた.

このようた状況より溝状の構造は液状化に伴う噴砂

によって形成されたもので]I層の構成物が噴出したこ

とが明らかになった.

噴砂をもたらせたlI層(第3図のS3)･噴砂(S2)･

I層(S1)について粒度分析を行い粒度加積曲線･

分類図(第4図)を作成した.これによるとS1とS｡

･S3には顕著た差異が生じている.S｡とS3に関して

はほぼ類似の傾向がみられS｡がやや細粒にたってい

る･この結果は]I層の構成物がI層を切って噴出し

て溝状構造を形成したことと矛盾しない.

1誹����

����■

���■�

���●�

�����

�50■■■0αOOl◎00���.01α0

�　

トレンチAにおける噴砂の粒度加積曲線･分類図
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第5図
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トレンチBにおける噴砂の粒度加積曲線･分類図
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第7図

トレンチCにおけ

る噴砂の断面図

(北側壁面)

1噴砂

2砂礫層

3秒～粘土層
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第6図噴砂の平面図(第2図の噴砂に

平行する小競模な噴砂)

杭跡(時代不詳)

土拡墓

上拡墓(内部が礫で満たさ

れたもの)

土器棺墓

溝跡(時代不詳)

噴砂

騒璽･麗魏･

写真一4土拡墓(乱)を引き裂く噴砂

トレンチAの北約13mでさらにトレンチBを掘削し

た(第2図).ここでも幅40cmの溝状構造内に細砂が満

たされている.そして深さ約65cmで噴砂をもたらし

たと思える砂層に達している.砂層(N3)･噴砂の下

部(N2:砂層上限より7cm上)･上都(N3:砂層上限より

40cm上)の粒度分析を行った(第5図).この図によ

ると噴砂の部分にくらべて砂層の淘汰が良好である･

またN3･N2･N1の順に細粒になっており噴砂の

上部に向って細粒化する便向がみられる･

上述の溝状構造に平行Lて長さ6.5m･最大幅78cm

のクサビ形の小さた溝状構造が分布している(第6図)･

構内は細砂で満たされており噴砂の可能性が強いので

補助トレンチC(第7図)を掘削した.これによると

溝状構造は約35cmの深さで砂礫層に達している･第7

図の地質断面から判断して噴出の際に砂礫層中の砂の

みが撰択的に噴出したものと考えられる.溝の最下部に

は礫が混じっており噴出の折に礫は少し上昇しただ

けで取り残されたものと思える.

第6図に示した土拡墓の一部は最大径7㎝の亜角～

亜円礫で満たされている･土拡墓の底が砂礫層まで達

していることにより地震の際に砂礫層中の構成物が土

拡墓を利用して噴出し礫のみが土拡墓内に残された可

能性もある.しかし人為的に土拡墓内を礫で充填し

たことも考えられるのでこのようた現象の解釈につい

ては今後の問題としたい.

4｡噴砂の発生時期

遺跡内には時代の異なる土拡墓･土器棺塞･方形周

溝墓が多く分布しておりこれらとの関係を考察するこ

とによって噴砂の年代を求めることが可能である.

第2図に示したように噴砂はaの円形の土拡墓お

よびbの大型の土拡墓を引き裂いている(写真4･5口

絵参照).aは時代が判定し難いがbは土拡墓内部の

土器片の年代より考えて縄文晩期前半代のものと思え

る.このため噴砂は縄文晩期前半代以降に生じたと

考えられる.

cの土拡墓d･e･fの土器棺墓は噴砂の上から設

地質ニュｰス390号�
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写真一5土拡墓(bを引き裂き土器棺墓(f)に覆われた噴砂

置されている(写真5･6).また9の方形周溝墓は

噴砂を横切って形成されている.eは縄文晩期中頃

C･d･fは縄文晩期後半代gは弥生中～後期のもの

と考えられる.このため噴砂は縄文晩期中頃以前に

生じたものと思える.

以上より噴砂はbの土拡墓形成後eの土器棺墓設

置前に発生したことにたる.従って縄文晩期前半代

の中頃(約3,000年前)に欠きた地震が生じ液状化現象

によってこの地域に南北にのびる噴砂を形成したもの

と思える.

5.まとめ

縄文時代晩期前半代の中頃(3,000年前頃)に調査地域

に著しい震動(気象庁震度w以上)を与える欠きた地震が

生じた.この地震によって当時地表下50～100cm

程度に堆積していた細砂層が液状化現象によって噴出

した.噴砂は幅1m前後･長さ31m以上で南北方向に

ほぼ直線状にのびている｡噴砂の西縁には亀裂が生じて

おり細砂の噴出の際に引き金の役割を果たした可能性

がある.

近年遺跡発掘中に地震跡が発見される例が報告され

ている.諏訪湖のやや南では縄文中期中葉の住居趾が

断層変位をうけている(松島･伴1979)兵庫県川西市

では弥生時代以降の地震による亀裂が認められている

(梅田地1984).長野県岡谷市でも遺跡にb1ockg1ide

型地ヒりの跡が生じている(東郷他1985).また埼玉

県深谷市では遺跡内で噴砂が検出されており古墳時

代以降で奈良時代以前に噴出したことが確められている

(堀口他1985).

噴砂は“埋もれた地震の記録"として過去の地震の

1987年2月号

写真一6土拡墓(o)に覆われた噴砂

研究における重要た情報源とたりうる今後遺跡発

掘に伴って発見される可能性の強い古地震の記録に対

して大いに関心を向ける必要がある.
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